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とやま呉西圏域R６（昨年度）調査研究事業

空き店舗における持続可能なサー
ビス実現に向けたイノベーション創
出の実証的研究

調査研究名①

本研究では、商店街を活性化させ
る手段として、「みんなの図書館さん
かく」（静岡県）をはじめとしたまちラ
イブラリーによる空き店舗活用事例
を研究対象として調査した。

調査研究内容②

（１）第一フェーズ・・・「商店街」視察・見学
（２）第二フェーズ・・・「まちライブラリー」視察・見学
（３）第三フェーズ・・・「講演会」←「商店街」と「まちライブラリー」を

つなぐきっかけ



2025年1月14日（火）インタビュー

みんとしょネットワーク
アンバサダー
宮崎 一徳氏

みんとしょを通して様
々な人に出会えた。

みんな楽しいことを
求めている。
☞地域活性化につな
がる



とやま呉西圏域R７調査研究事業

実証実験商店街キーワード

シェア本棚める・びる①まちライブラリー

古本屋（1Day）空き店舗②古本市

まちライブラリー（みんとしょ）は、市民主体の参加型
施設である。本棚オーナーの本をきっかけに人と人が
つながる場所である。

☞みんとしょは、シャッター商店街との相
性が◎





とやま呉西圏域R７調査研究事業

空き店舗における持続可能な
サービス実現に向けたイノベーショ
ン創出の実証的研究（継続）

調査研究名①

本研究では、商店街の活性化を
検証するために、２か所において
実証実験に取り組む。

調査研究内容②

（１）第一フェーズ・・・「商店街」での調査
↓

（２）第二フェーズ・・・「商店街」での実証実験
↓

（３）第三フェーズ・・・「図書館総合展」での発表



とやま呉西圏域R７調査研究事業

（背景）

人口減少時代の生き残り策①

読書月ゼロ冊６割②

スマホ利用、１日あたり4.9時間に増加③

スマート無人営業で収益改善④

本以外の商材・サービスにも注力⑤

コンビニ売上高過去最高⑥

紙の出版物 １兆円割込む⑦



1万人当たりの

坪数

1万人当たりの

店舗数

店舗数

（2024年度）

店舗数

（2020年度）

人口

（2025年度）
都道府県名

94.9 ②0.88 ⑤87105984,753 富山県①

80.6 ⑤0.97 ①1041301,077,588 石川県②

66.10.765569727,538 福井県③

87.4 ③0.781632072,086,969 新潟県④

59.10.7979901,002,037 山形県➄

48.70.4749581,037,002 宮崎県⑥

43.80.60791100013,281,311 東京都⑦

36.50.443964848,917,670 神奈川県⑧

117.5 ①0.857898920,639 香川県➈

33.30.4557681,258,937 長崎県➉

日販「出版物販売額の実態2025」



商店街関係者への「書店」に関す
る聞き取りを実施、商店街利用に
結びつける場所を下記の２か所
選定することができた。

第一フェーズ（１）

小矢部市商工会が管理している
コミュニティビル・地域交流拠点
「める・びる」の２階にシェア本棚
（一箱本棚）を設置する

小矢部市商工会①

NPO法人石動まっちゃプロジェクト
が管理している空き店舗を古本屋
（1Day）として使用する

NPO法人石動
まっちゃプロジェ
クト

②

とやま呉西圏域R７調査研究事業



R６（2025）年度は、実証実験を通して、
まちライブラリーが商店街のサービス改
善に寄与できる可能性を探る。

また、まちライブラリーの存在が、地域
の書店に影響を及ぼし、小規模な書店が
苦戦する可能性もあるため、この点も調
査したい。

とやま呉西圏域R６（昨年度）調査研究事業

（未完調査）



北一屋書店（2024年12月9日撮影）



インタビュー
2025年８月２６日（火）



（学生への思い）
なるべく学生の皆さんに本を読んでいただきたい

です。今回の商店街での古本販売でもやってみて
初めて分かることもあると思います。

いつかまたコラボ企画で、好きな本だけ置いて売
りたいです。でも私だけの趣味の本っていうのはみ
んなが買いに来るかな？とは思ってしまう。

⑥

（意外な答え！）
私は、住宅のインテリアとか見るのが好きなので

デザイン関連の本を並べたいですね。そういうの
ばっかりを置きたい。書店で本の仕入れをしている
と、まんべんなく置かなきゃって思っちゃうので、
やったことはないし、取次との関係もありできない。

⑦

北一屋書店 桶谷さん（2025年8月26日インタビュー）



（短大生の古本販売に対するイメージ）
本屋さんはもっと増えてほしいと思っている。な

んでもそうじゃないですか。ものを売るときって1個
だけ置いても売れないけど、数種類置いたら選ぶ
楽しみがあって売れるっていうのと一緒で。やっぱ
りもう少し本屋さんがパラパラとあった方が逆にみ
んな買いに来てくれるんじゃないかなって。本の
街とまでもいかなくても、そんな風にならないかな
と思ったりするんですけど、でもどんどんどんどん
その本屋どころか、商店街には店がなくなって来
ているので、そういう感じじゃないというか。商売
するのがちょっと難しい時代ですかね。

⑧

北一屋書店 桶谷さん（2025年8月26日インタビュー）



本のある場所をつくるという
文脈では同じ。

ただし、図書館と書店では
役割が違う。



橘川幸夫「イコール宣言」『イコール02号』（2024）

小さな交流の場

既存の書店が次々と廃業しています。それは、人々の
「本離れ」ではなく、戦後社会が生んだ、大量生産・大量
流通の構造が終わりに近づいているのだと思います。
実際に、古い書店は閉店していきますが、さまざまな場
所で、シェア図書館やシェア書店、マンガ喫茶やブック
カフェが増殖しています。・・・大量生産・大量販売の紙
コンテンツは、ネットや電子書籍が吸収し、ネットや電子
書籍では伝えきれないものが、小さな本のある空間で、
人々とつながりはじめたのではないでしょうか。



とやま呉西圏域R７調査研究事業

（１）第一フェーズ・・・「商店街」での調査
↓

（２）第二フェーズ・・・「商店街」での実証実験

内容場所実証実験

・オーナーの募集
・各種団体への声掛け

める・びる①シェア本棚

・店舗の清掃
・図書資料の準備
・寄贈の受付

空き店舗
（おもちゃの紅谷）

②古本屋（1Day）



「める・びる」の２階にシェア本棚
を設置した。

第二フェーズ（２）

【第１弾】短大生１０名による推し
本棚を設置した。
第二弾に向けて推し本棚オー
ナーを募集した。

2025年6月29日（日）
～7月20日（日）

①

【第２弾】「推し本棚オーナー」に
は１０名以上の応募があった。

期間も当初の３週間から６週間
まで延長し、推し本棚を設置した。
※9/23と11/2には、商店街での
古本1dayショップも開催

2025年9月23日（火）
～11月2日（日）

②

（２）①②シェア本棚（2025年6月～7月、9月～11月）



（２）❶推し本棚（2025年6月29日）



『富山新聞』（2025年6月30日）



②める・びる（2025年10月17日撮影）



とやま呉西圏域R７調査研究事業

（参加した理由）
オーナーへのインタビューにより、推し本

棚に参加した理由を以下の通り把握した。

同世代の人たちに自分の趣味を広く発信したい①

本を通して小矢部市の人と関わりたい②

普段目にすることができないような資料等を見て
ほしい

③

図書館の特集コーナーをプロデュースするような
感覚を味わえて楽しそう

④



②める・びる（2025年10月17日撮影）



②める・びる（2025年10月17日撮影）



②める・びる（2025年10月17日撮影）



②める・びる（2025年10月17日撮影）



②める・びる（2025年10月17日撮影）



とやま呉西圏域R７調査研究事業

（判明した課題）
来場者・オーナーへのインタビューにより、推

し本棚の現状を以下の通り把握した。

本棚オーナー来場者

・本棚の準備を通して、本や著者
についての新たな発見のきっかけ
となった

・好きなものがあるということ
は活力になり、とてもいいと
思う

①

・実際に手に取ってもらえたか分
からず、やりがいが感じにくかった

・自由に手に取っても良いの
かわからなかった

②

・他の人と推しを共有できて楽し
かった
・推し本棚を通じて、交流ができた
ら良い

・本が好きな気持ちが伝わっ
た

③



とやま呉西圏域R７調査研究事業

（今後の改善案）

ＳＮＳでの呼びかけ
来場者数の把握

来場者数を増やす①

やりがいを感じてもらえる工夫
交流の場を設ける

参加者（本棚オーナー）
の満足度を上げる

②

推し本棚プロジェクトは、趣味コミュニティを確立
することができる

①

地域の参加者・来場者が増えることで、地域コ
ミュニティとしても確立できる可能性がある。

②

（まとめ）



NPO法人石動まっちゃプロジェク
トが管理している空き店舗を借りて、
古本屋をオープンした

第二フェーズ（２）

【第１弾】古本1dayショップ
・店舗の清掃
・インフラ（電気・水道）の整備
・レイアウトデザイン
・図書資料の準備（512冊）

2025年
9月23日（火）

③

【第２弾】古本1dayショップ
・図書資料の準備（823冊）
・寄贈の受付
・目立つＰＯＰの作成
・フリースペース設置

2025年
11月2日（日）

④

（２）③④古本屋（2025年9月、11月）



（２）③④古本屋（2025年9月23日、11月2日）



③古本1dayショップ（2025年7月20日撮影）



③古本1dayショップ（2025年7月20日撮影）



③古本1dayショップ（2025年8月26日撮影）



③古本1dayショップ（2025年8月26日撮影）



③古本1dayショップ（2025年8月26日撮影）



③古本1dayショップ（2025年9月23日撮影）



③古本1dayショップ（2025年9月23日撮影）



③古本1dayショップ（2025年9月23日撮影）



③古本1dayショップ（2025年9月23日撮影）



『富山新聞』（2025年9月24日）



④古本1dayショップ（2025年11月2日撮影）



④古本1dayショップ（2025年11月2日撮影）



④古本1dayショップ（2025年11月2日撮影）
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とやま呉西圏域R７調査研究事業

購入冊数購入者数会場日程

9528
KOTELO
（立山町）

10月12日（土）

2024年

16145
ＱＱプラザ
（射水市）

10月14日（月）

6932
文苑堂

（射水市）
9月7日（日）

2025年

5322
商店街

（小矢部市）
9月23日（火）

13943
商店街

（小矢部市）
11月2日（日）

6933
県立図書館
（富山市）

12月7日（日）

9231
西方寺

（南砺市）
12月27日（土）



2025年10月22日（水）から24日
（金）まで、パシフィコ横浜にて開
催された「第27回図書館総合展」
に参加した。

今年の活動成果を紹介するポ
スターセッションに参加し、来場者
へとの交流、ＳＮＳによるＰＲも
行った。

第三フェーズ（３）

（３）図書館総合展（2025年10月22日～24日）





❶市外へのＰＲ（すなわち関
係人口作り）
❷古本購入者数の把握
❸若者を投入することがで
きた

得たこと（３点）１

❶雑談の場を作り出した
❷本に関わるネットワークを
作った（推し本棚からまちラ
イブラリーへ）

期待以上の結果
（２点）

２

とやま呉西圏域R７調査研究事業

調査研究の成果



『富山新聞』（2025年12月30日）

２－❷本のネットワーク



２－❷本のネットワーク



２－❷本のネットワーク



まちのにぎわいづくり
は継続力、すなわち若
者のやる気と参加が必
要である。

シェア本棚・古本市の
取り組みは中学生にも
可能である。

もちろん短期大学生も
取り組み可能である。


